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Ⅰ　現状の課題及び中期的な対応方針

Ⅱ　移動等円滑化に関する措置

①

移動等円滑化取組計画書

令和　８　年　６　月　５　日

〒899-6494
霧島市溝辺町麓822番地

鹿児島空港ビルディング（株）

住 所

事 業 者 名

旅客施設及び車両等を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

対象となる旅客施設
及び車両等

計　画　内　容
（計画対象期間及び事業の主な内容）

国内線バゲージクレームトイレにおける洋便器化を行う。
国内線２階12Gトイレ改修に向けた設計業務を行う。
国内線３階北側トイレのユニバーサルデザイン改修に向けた
設計業務を継続して行う。
国内線２階５Gトイレ設計及び改修を行う。

トイレ改修

代 表 者 名

（役職名および氏名）
代表取締役社長　古薗　宏明

　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の４の規定に基づき、次の
とおり提出します。

(１)旅客施設及び車両等の整備に関する事項
当社が管理する鹿児島空港旅客ターミナルビルは、移動円滑化基準に適合しているが、より高い水準のバリアフリー化を目指
すため、今後旅客搭乗橋(PBB)更新の際にはバリアフリー対応のPBBへ変更する。（令和２年度～）
国内線ターミナルビル内のトイレ洋便器化90％を目標(国際線100％達成済)とし、改修を行う。(令和5年度～令和16年度、毎年
度1箇所改修予定)

(２)旅客支援、情報提供、教育訓練等に関する事項
旅客支援に関しては、案内所で実施している介助サービスを引き続き継続する。
















